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歯科材料 5 歯科用接着充填材料 

管理医療機器 歯科用酸化亜鉛ユージノールセメント 16709002 

テンプボンド 
再使用禁止（ミキシングチップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

種類 性状 成分 

ﾍﾞｰｽ ｵﾌﾎﾜｲﾄのﾍﾟｰｽﾄ 酸化亜鉛､流動ﾊﾟﾗﾌｨﾝ、その他 

ｱｸｾﾚｰﾀｰ 褐色のﾍﾟｰｽﾄ ﾛｼﾞﾝ、ｵｲｹﾞﾉｰﾙ（ﾕｰｼﾞﾉｰﾙ）、その他 

 

容器：チューブ、シリンジ 

 

 

【使用目的又は効果】 

永久補綴物、テンポラリークラウン、ブリッジ、スプリント等の

仮着に使用する。 

 

 

【使用方法等】 

操作時間及び硬化時間（常温、練和開始後） 

種類 操作時間 硬化時間 

チューブ 1 分 30 秒以上 7 分以内 

シリンジ 1 分以上 7 分以内 

 

時間は保管状態、温度、湿度及び製造後の経過時間により変化す

る。 

 

チューブ 

1) 練和紙上にベースとアクセレーターを等長押出す。仮着す

る補綴物の大きさにより、量を加減する。 

2) 約30秒間、練和紙上の各ペーストを練和する。 

3) 形成歯面及び仮着する補綴物の内側を乾燥する。 

4) セメントを補綴物の内面全体に薄く塗布する。 

5) 補綴物を口腔内に挿入し、形成歯に確実に装着する。 

6) セメントが硬化後（口腔内で約2分）、余剰部分を除去する。 

 
シリンジ 

1) シリンジからキャップを取り外す。 

2) ミキシングチップを装着する前に、少量のペーストを押し出

し、ベースとアクセレーターが出ることを確認する。 

3) ミキシングチップを装着し、90°回転させ、ロックする。 

4) セメントを補綴物の内面全体に薄く塗布する。 

5) 補綴物を口腔内に挿入し、形成歯に確実に装着する。 

6) セメントが硬化後（口腔内で約2分）、余剰部分を除去する。 

 

[使用方法に関連する使用上の注意] 

1) 大きな仮着物、嵌合性の高い仮着物の場合には、撤去でき

ないことがあるので、ペーストに白色ワセリンを加え練和

し、硬化後のセメントの硬さを調整すること。（ペーストの

25％容量を上限とする） 

2) レジン修復を行う場合は、オイゲノール（ユージノール）に

よってレジンの重合が阻害されるので使用しないこと。 

3) アルミ製チューブ容器は、繰り返し曲げると破れることがあ

るので、ペーストはチューブ後端から順次軽く押して出すこ

と。 

4) キャップをする前にチューブのノズル部分をよく拭き、ベー

スとアクセレーターのキャップを取り違えないよう注意する

こと。 

5) シリンジにミキシングチップを装着する前には、必ず試し出

しを行うこと。 

6) ベースとアクセレーターは、購入時の組合せ通りに使用し、

どちらかが残った場合は使用せずに廃棄すること。 

 

 

【使用上の注意】 

[重要な基本的注意] 

① 本材の使用により発疹等の過敏症状が現れた患者には、使

用を中止し、医師の診断を受けさせること。 

② 練和物は口腔軟組織や皮膚に付着させたり、目に入らない

ように注意すること。付着した場合は、すぐに大量の水で

洗浄すること。万一目に入った場合は、大量の流水で洗浄

し、眼科医の診断を受けさせること。 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

[保管方法] 

・ 高温多湿を避けて保存すること。 

 

[有効期間] 

・24ヶ月 [自己認証（製造元データ）による] 

使用期限は、包装に記載。 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者氏名 ：カボデンタルシステムズ株式会社 

連絡先 ：03-6866-7272 

製造業者  ：カー社(Kerr Corporation) 

国名 ：アメリカ(U.S.A) 

【禁忌・禁止】 

・本材はオイゲノール（ユージノール）を含有しているので、

オイゲノール（ユージノール）に対して過敏症の既往歴のある

患者には使用しないこと。 

・本材あるいは類似の成分に対して発疹、皮膚炎等の過敏症の

既往歴のある患者には使用しないこと。 

・オートミックスシリンジ用ミキシングチップは再使用しない

こと。 
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